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高等学校新教科「情報」との連携を考慮した中学校技術・家庭科

「情報とコンピュータ」の学習内容のあり方

1.はじめに

平成10年12月に中学校の新学習指導要領1)が,また

平成11年3月には高等学校の新学習指導要領2)が告示

された。今B]の改訂の中で注目すべき点は,中学校技

術・家庭科の「情報とコンピュータ」の内容が大幅に

拡充されたこと,さらに,高等学校普通科において,

「情報A」, 「情報B」, 「情報C」の科目が,専門学科

に「情報」の科目が設置されたことであり,情報社会

の進展に適応できる人材育成に沿って,情報教育の内

容が飛躍的に増大したものに改訂された。一方,文部

科学省より「情報教育の実践と学校の情報化」3)が発

表された。前回の「情報教育に関する手引」4)に比べ,

より実践的で分かりやすい内容となっており,学校現

場では,情報教育の3つの目標(情報活用の実践力・

情報の科学的な理解・情報社会に参画する態度)を主

体とし, 「情報教育」がより一層展開されようとして

いる。ところが,小・中・高の連携が十分に明確になっ

ていないために,それぞれの発達段階に即した情報教

育の内容が十分に吟味されないまま,進められようと

している感も否めない。

小学校段階においては,情報機器に馴れ・親しむこ

とを通して,児童が自分に必要な情報の収集・判断・

加工・表現することで,それぞれの場面で主体的に活

動するためのコミュニケーション能力の向上5)や,自

己表現能力の育成に情報教育のねらいがおかれてい

る。これまで中学校技術・家庭科の「情報基礎」領域

において行われてきた「情報活用の実践力」の育成を

中心とした情報教育の一部が,情報社会の進展に伴い

小学校の段階から行われようとしている。

これに対して中学校段階では,コンピュータの操作

や利用など「情報活用の実践力」の育成に情報教育の

主眼がおかれてはいるが,この時期は生徒が精神的に

大きく成長する時期であり,これに伴って高度情報通

信社会を生きる人間としての基礎的・基本的な資質と
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態度を十分に育てておく必要がある。つまり,中学校

段階の情報教育は, 「情報社会に参画する態度」の育

成を通して,人間形成にまで深く関わる内容を含んで

おり,重要な役割を担っていくものと考えられる。ま

た,これまでの継続性が維持されて,中学校における

情報教育の主体が,技術・家庭科技術分野の中に位置

づけられていることで,技術科教育との関連で情報教

育を捉える必要が生じてくる。とくに,ハードウェア,

情報通信ネットワーク,計測・制御などの「情報の科

学的な理解」を必要とする内容も含まれており,技術

科教育としての情報教育という側面から,機器の操作

や利用など時代の流れとともに変化していく内容のみ

にとどまらず,扱う内容の程度は別にして,普遍的か

つ科学的な内容を中学校の段階から扱う必要があると

考える。

さらに,高等学校普通科の「情報」科目には, 「情

報活用の実践力」に主眼がおかれた「情報A工「情報

の科学的な理解」が核となる「情報B」,さらに「情

報社会に参画する態度」の育成を主な目的とした「情

報C」が設置されている。いずれの科目においても,

より効率的で系統立てられた情報教育が行われるため

に,中学校における情報教育,とりわけ技術科教育と

しての情報教育との連携を十分に考察しておく必要が

ある。とくに,高等学校の段階になると,論理的なも

のの見方・考え方ができるようになり,この能力をよ

り一層成長させるものとして情報教育を捉えることが

大切である。したがって,いずれの科目を選択するに

しても,中学校での情報教育を踏まえ,より深化発展

した内容,すなわち数理的な基礎をもった情報科学的

な内容にまで踏み込んだ情報教育が必要であると考え

られる。

このように,発達段階に即した情報教育の枠組み,

すなわち小・中・高における情報教育の連携について

の考察は必要不可欠であり,学習内容の系統性に裏打
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ちされた体系的な情報教育を早急に確立しなければな

らない。そこで本稿では,高等学校「情報A」, 「情報

B」, 「情報C」で扱う学習内容を,学習指導要領から

明らかにした上で,これら高等学校「情報」との連携

を十分に考慮した中学校段階での情報教育である「情

報とコンピュータ」の学習内容を,技術科教育として

の情報教育という側面から考察する。

2.高等学校「情幸田における学習内容

中学校技術.家庭科「情報とコンピュータ」,およ

び高等学校「情報A」, 「情報B」, 「情報C」で扱う学

習内容を,文献6)で考察されている「情報科学技術

教育」の内容と対比して考えたとき,以下のような構

成要素にまとめられる。

a.基礎・基本

b.ハードウェア

C.ソフトウェア

d.情報通信ネットワーク

e.計測・制御(知識システム)

f.情報と社会

これらの構成要素と情報教育3つの目標である「情報

活用の実践力」, 「情報の科学的な理解」, 「情報社会に

参画する態度」を関連させて,高等学校「情報」にお

けるそれぞれの構成要素を整理し,それぞれの特徴に

ついて考察する。なお,上述の「f.情報と社会」は

「情報社会に参画する態度」と重複しているので,樵

成要素から除いて考える。

まず,学習指導要領における「情報A」の学習内

容2),7)を整理したものを表1に示す。表1から, 「情

報活用の実践力」に重点がおかれ,これに関連させて

「情報社会に参画する態度」が育成されようとしてい

ることが分かる。なお「計測・制御」の構成要素は,

「情報A」では扱われていない。高等学校「情報A」

を選択する学校が圧倒的に多く,これに起因して13社

が教科書を出版しているという現状にある。本格的な

情報教育が,小・中・高において一斉にスタートする

こともあり,児童や生徒の能力の現状に併せて,どう

しても各発達段階で「情報活用の実践力」に重点をお

いた情報教育が展開されようとしている感がある。過

渡的な期間においてはやむを得ないが,やはり小・

中・高における情報教育を体系的に捉え,各発達段階

に対応させた情報教育内容を考える必要がある。後で

述べる中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」(秦

4)での学習内容では, 「情報の科学的な理解」に関

する内容が比較的充実しているにもかかわらず,それ

が高等学校の段階で発展的に捉えられていない。先に

も述べたように,高等学校の段階では,論理的なもの

の見方・考え方ができるようになり,この能力をより

一層成長・発達させる意味においても,情報科学的な

内容にまで踏み込んだ情報教育が必要であると考えら

・mm

次に,学習指導要領における「情報B」の学習内容

を整理したものを表2に示す。 「情報A」に比べると,

「情報の科学的な理解」に関連する学習内容が充実し

ていることが分かる。とくに,各構成要素で重要とな

る内容として,情報の表現,ハードウェアの仕組み,

計算機アーキテクチャ,情報通信ネットワークの仕組

み,アルゴリズム,さらには計測・制御の仕組みなど

情報科学的な学習内容が網羅された取り扱いになって

おり,中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」で

の概括的な内容を深化・発展させる形態として捉える

ことができる。このように, 「情報B」では「情報の

科学的な理解」を柱に考え,この学習を通して「情報

活用の実践力」が育成され,さらに「情報活用の実践

力」の育成とともに, 「情報社会に参画する態度」が

培われる形となっている。このように,情報教育の3

つの目標が有機的に関連しあい,効果的に学習が進め

られる格好となっている。この形態こそが,中学校な

らびに高等学校において情報教育の酎旨すところでは

ないかと考える。

蕨後に,学習指導要領における「情報C」の学習内

容を整理したものを表3に示す。高度情報社会を反映

してか, 「情報通信ネットワーク」に関連した内容が

充実している。とくに,情報モラルだけでなくセキュ

リティに関わる内容までも扱われており, 「情報通信

ネットワーク」についての科学的な理解を深め, 「情

報活用の実践力」を向上させることを通して, 「情報

社会に参画する態度」を育成することに主眼がおかれ

ている。時代の流れに対応した内容を扱っているが,

情報教育として必要となる構成要素に偏りが生じてお

り, 「情報B」のような幅広い情報の科学的知識を身

につけることが難しい。 「情報通信ネットワーク」に

ついての学習内容を中心にしながらも,各構成要素を

バランスよく習得させることが必要である。

このように, 「情報A」, 「情報B」, 「情報C」にお

いて扱われる学習内容には,以下の点において大きな

違いが見られる。

・情報教育のどの目標に主眼がおかれているか

・中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」に関

わる内容とのつながり

・各構成要素のバランス

本来,学校現場において情報教育の目指すところは,

高度情報通信社会をよりよく生き抜くた捌こ,情報手

段を科学的根拠に基づいて適切に選択・活用し,身の
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表1学習指導要領における高等学校「情報A」の学習内容

情報活用の実践力 情報 の科学的 な理解 情報社会 に参画す る態度

基礎 .基本

. 問題 に応 じた解決手段の工夫 .伝達 す る相 手 に分 かって もらうため

.伝達 内容に適 した提示方法 の工夫 の表現 の工 夫

.将 来 にわた って情 報技術 の活用能 力 .情報 を生活 に役立 て主体 的に活用 し

を高めてい くことの必要性 よう とする心構 え

ハ ー ドウエア
. 情報機器の発達 の歴史

. 情報機器の しくみ と特性

ソフ トウエア
l コ ンピュー タの適切 な活用 . 多様 な形態 の情報 を統 合す るこ とが

. 目的 に応 じた多様 な情報 の統合 で きることの理解

情 報通信

ネ ∵ f. ., .

.情 報通信 ネッ トワークの適 切な活用 . 情報 の発信 . 共有 におけ る情 報表現 .受 け手 の負 担 を考 えた情報発信

.情 報 を効率的 に検索 .収 集す る方法 の工夫 や取 り決めの必要性 .発信 の際 に起 こ りうる具 体的 な問題

,">蝣?-蝣; とこれを解 決 . 回避す る方 法

. 情報の効果的 な発信 .情報社 会で必要 とされている心構 え

.情報 化の進展が生活 に及 ぼす影響

表2　学習指導要領における高等学校「情報B」の学習内容

情報活用 の実践力 情報 の科学 的な理解 情報社 会に参画す る態度

基礎 . 基本

.問題 解決 の手 順 とコ ンピュー タの括 . 情報技術 にお ける人間へ の配慮

用

l コ ンピュー タによる情 報処 理の長所
と短所 の理解

. 情報技術の進展 が社 会に及ぼす方法

ハ ー ドウエア

. コ ンピュー タにお ける情報 の表 し方

. コ ンピュー タの仕組 み

. コ ンピュー タ内部で の基 本的 な処 理
の仕組み

ソフ トウエア

. 目的 に応 じた情報 の表 し方 と処理手

順 の工 夫の必要性

. デー タベースの活用

. デー タベースの概念 の理 解 と設計

情報通信

ネ ットワーク

. 情報通信の仕組 みの理解

計 測 .制御

. 筒単 なアルゴ リズムの理解

- モ デル化 とシ ミュ レー ションの考 え
>: ア->i i上

. 計測 .制御 の仕 組みの理解

表3　学習指導要領における高等学校「情報C」の学習内容

情報活用 の実践力 情報の科学的 な理 解 情報社会 に参 画する態度

基礎 .基本
.伝 えたい内容 を分か りやす く表 現す

る方法

.情報 化が社会 に及ぼす影 響

ハー ドウエア
.情報 のデ ィジ タル化の仕組 み

.情報機器 の種 類 と特性

ソフ トウエア -多様 な形 態 をもった情報 甲統 合

情報通信

. 情報 通信 を早 く正確 に行 うための工 .情報通信 ネ ッ トワー クの仕組 み .情 報の公 開 におけ る情 事臣保護 の必要

夫 .情報伝達 の速度 と単位の理解 悼

. コ ミュニ ケー シ ョンの 目的や状 況 に .社 会で利用 されてい る情報 システム . 情報収集 .発信 .に伴 って発生 する 間

ネ ッ トワーク 応 じた効果 的な活用方法 題 と個人の責任

-情報 通信 ネ ッ トワーク を活用 した情

報の適切 な収 集 . 分析 .発信

. セキュ リテ ィの確保 の重要性
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表4　学習指導要領における中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」の学習内容

情報 活用の実践力 情報 の科 学的な理解 情報 社会に参画す る態度

基礎 . 基本
. 情報化 が社会 や生活 にお よはす影響

を知る

. 情報モ ラルの必要性

ハー ドウエア

.生活 にお ける情報機 器の効 果的 な括 .情報機 器の発達 と特徴

用

- コンビユ - 夕の基本的 な操作

. コ ンビユ - 夕の基本 的な構成 と機能

ソフ トウエア

.使用 目的 に合わせ た ソフ トウエ アの . ソフ トウエ アの機能

選択 + コ∴ 1:-lー *̂l'~>刊 M P n vs

. ソフ トウエア を用 いた基本 的な情報 . マルチ メデ ィアの特徴 (情 報の 一元

処理 .

.マルチ メデ ィアの利 用方法

化 )

情報通信

ネ ッ トワーク

-生活 にお ける情報通信 ネ ッ トワー ク .情報通信 ネ ッ トワー クの発達 と特 徴

の効果的 な活用 l情報 通信 ネ ッ トワー クにおけ る情報

. 情報通信 ネ ッ トワー クの利用方法

. 情報 の収集 . 判断 .処 理 .発 進がで
きること

の伝達 方法の特徴

計測 .制御

. 簡単 なプログラムの作 成 . プログラムの接能

. 筒単 な計測 .制御 がで きること . 目的 に応 じた プログ ラム の手順 を考

える

.計測 .制御 の機能

回りにある問題や課題に対して,自らが解決できる能

力を培うことにあると考えられる。このことからも,

「情報の科学的な理解」に関わる学習内容を幹とし,

各構成要素においてバランスよく学習することを通し

て, 「情報活用の実践力」を高め,さらには,情報活

用の実践を通して「情報社会に参画する態度」を育成

するといった,いわゆる3つの情報教育の目標の有機

的な関連付けが必要不可欠である。したがって,この

ような視点に立って,高等学校「情報」の学習内容を

改めて検許しておく必要があると考えられる。

3.中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」

における学習内容

高等学校「情報」と同じように,学習指導要令酎こお

ける中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」の学

習内容1),8)を,情報の3つの目標と関連させて整理

する。表4にその学習内容を示す。本来,学習指導要

領には「情報とコンピュータ」の構成要素として「マ

ルチメディア」に関連した項目(内容)が含まれてい

る。 「マルチメディア」を効果的に活用できる能力を

育成するた捌こ, 「情報の科学的な理解」として,文

字情報や画像情報,さらには音声情報など多様な情報

が一元化(コード化)され,多重に組み合わされてい

ること,また双方向通信で実現されていることなどに

ついて習得する必要がある。結局のところ, 「マルチ

メディア」は「ハードウェア」, 「ソフトウェア」, 「情

報通信ネットワーク」のそれぞれの構成要素を融合し

た形として捉えることができるため,あえて構成要素

として「マルチメディア」を挙げていない。現状では,

「マルチメディア」と「計測・制御」は選択内容となっ

ている。多くの中学校において「マルチメディア」が

選択されているようである。また, 「マルチメディア」

の学習内容として,現場ではwebページの作成やプ

レゼンテーションソフトウェアを利用した内容が多く

扱われているようである。しかし,このような内容が

本当に技術科としての情報教育に相応しいものかどう

か疑問である。 「マルチメディア」の学習内容につい

ては,先に述べたように,他の構成要素と関連させて

効果的に学習することで対応できるものと考える。

表4から,中学校技術・家庭科「情報とコンピュー

タ」では, 「情報の科学的な理解」に関わる内容が充

実しており, 「情幸田舌用の実践力」や「情報社会に参

画する態度」の育成と関連づけられた学習内容となっ

ていることが分かる。また,各構成要素がバランス良

く配置されていることも分かる。このように,比較的

望ましい学習内容が扱われているものの,その捉え方

で授業内容や授業の目指すところは大きく変わってく

る。技術科教育としての情報教育という観点から,こ

れらの学習内容をどのように捉え,授業として実現し

ていくか,教員の資質が問われることになる。

4.高等学校「情報Jとの連携を考慮した中学校技

術・家庭科「情報とコンピュータ」の学習内容

以上の考察のもと,高等学校「情報」との連携を考

慮した中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」の

学習内容について検討する。
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図1　情報とコンピュータの学習内容の捉え方

小学校段階では,今後も「情報活用の実践力」の育

成に主眼をおいた情報教育の展開が予想されることか

ら,中学校および高等学校では, 「情報活用の実践力」

の育成に基づいた科学的なものの見方や論理的な思考

能力の育成に重点をおいた,いわゆる「情報の科学的

な理解」に関わる学習内容を幹として考える必要があ

る。その上で, 「情報の科学的な理解」が, 「情報活用

の実践力」や「情報社会に参画する態度」の育成に,

自然な形でつながるような学習内容を作り上げること

が重要であると考えられる。そのイメージを図1に示

す。

次に,構成要素においては,高度情報社会の進展と

いう時代の流れに即した形で, 「情報通信ネットワー

ク」に関わる内容に重点をおきながら,他の構成要素

に対してもバランスの良い学習内容を準備する必要が

表5　高等学校「情報」との連携を考慮した中学校技術・家庭科「情報とコンピュータ」の学習内容

情幸艮活用の実践力 情 報の科学的 な理解 情報 社会 に参画す る態度

ハ ー ドウエ ア

. コンピュー タの基本的 な操作 (電 源 . 計算機の発達 の歴 史 .情報 化が社 会や生活 に及 ぼす 影響 に
の オンオ フ, デー タの 出 し入 れ) が . 計算機 の構成 (コン ピュ ータの仕組 つい て考 えるこ と

で きること み . 五大機能 )

. 生活 におい て情 報機器 を効果的 に活 . 情報 の表現 (コンピュー タにおけ る

用す ることがで きるこ と 情報 の表 し方 ) デ ィジ タル化 . コー

ド化

.計算 機ア ーキテ クチ ャ (コン ピュ ー
タ内部で の基本 的な処理の仕組み )

ソフ トウエア

l 使用 E] 的 に合 わせて ソフ トウエアが . ソフ トウエアの種類 と機 能 (基本 ソ .情報 化が社 会や生活 に及 ぼす影響 に

選択 で き, 基本 的な情報 処理 がで き フ トウエ ア と応用 ソ フ トウエア (表 つ いて考 える こと

る こと 計算 . 文書作 成 . プ レゼ ンテー シ ヨ

. マ ルチメ ディアを利用 す るこ とがで ン .画像処理 ))

きること .情報 の一元 化 (コー ド化 ) に よる情

報統合の仕組 み

品報 Ifjl.i

.情報 通信 ネ ッ トワーク を利用 して情 .情報 通信機 器の仕組 み (サーバ , ク .情 事糾ヒが社 会や生 活 に及 ぼす影響 に

報 の収集 .判 断 . 処理 . 発進 がで き ライア ン ト, ルー タ , イン トラネ ッ ついて考 える こと

ること トとイ ンターネ ッ ト, L A N , メール .情 報の信頼 性や信 潰性 につい て知 る

.生括 にお ける情報通信 ネ ッ トワー ク ア ドレスな ど) こ と

を効果的 に利用 で きる こと .情報 伝達 の仕組み (電話 や郵 便 シス .情 報公 開にお ける情報保 護の必 要性

.問題 解決 の場 面 に応 じた解決 手段が テム との対 比 , コ】 ド化 , 双 方向 の が理 解で きること

選択 できるこ と 伝達 の仕 組み ) .情 報収集 .発信 に伴 って発生す る間

.伝達 する相手 に分 かって も らうた め . ネ ッ トワー クの形 態 (ス ター型 , リ 題 (た とえば著作 権 な ど) と個 人の

ネッ トワーク の情報表現 を工 夫する こと ング型な ど) 責任

.情報 化が社 会や生活 に及 ぼす 影響 に . プロ トロルの必要性 . セキ ュ リテ ィの確 保の重 要性 を知 る

つ いて考 える こと .情 報通信 ネ ッ トワー クを介 した情 報

処 理の種 類 (実時 間処理 , オ ンライ

ン処 理 , リモー ト処理 など)

.情 報通信 シス テムの種類 (検 索 シス
テ ム , オ ンラ イ ン予 約 シス テ ム ,
P 0 S シス テムなど)

こ と

計測 .制御

. 目的 に応 じて プログ ラムの手 順が 考 . フ ィー ドバ ック制御 の仕 組み (検 出 . 情報化 が社会 や生活 に及ぼす影 響 に

え られるこ と 部 , 謂節 部 , 株作部 )

.計 測 制 御 シ ス テ ム に お け る コ ン
ピュー タの役割

.計 測制御 シス テムにお ける情報 の流
れ (アナ ログ信号 ,デ ィジタル信号 ,

コー ド化 )

. 計測制御 シス テム にお ける プログ ラ
ムの必要性

. プ ログラ ムの機能 (順 次 , 比較 , 反
復 ) を知 り簡単 なプ ログラムが組 め

る こと

. 簡単 な計 測制御 シス テムが構築 で き
る こと

ついて考 えること
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あると思われる。そのキー概念の一つとして「情報の

コード化」9)が考えられる。この概念は,縦軸の各構

成要素を統括することのできるものであり,それぞれ

の学習の基礎になると考えられる。すなわち, 「ハー

ドウェア」では情報の表現としてコード化を学習し,

「ソフトウェア」では,文字情報や画像情報,さらに

は音声信号などがコード化されていることを理解した

上で,これらが統合された形でマルチメディアという

ものが構築されていることを学習する。また, 「情報

通信ネットワーク」では,情報の信頼性の観点からコー

ド化された情報が送受信されていることを理解させ

る。さらに, 「計測・制御」においても,物理量がディ

ジタル化され,さらにコード化されることで,計測制

御システムにコンピュータが組み込まれ機能している

ことを学習する。このように, 「情報のコード化」の

概念は,現行の情報教育での学習内容を包含したもの

であり,それぞれの構成要素の関連を図り,連結させ

ながら学習することで,各構成要素のつながりを理解

することができる。すなわち,コンピュータを核とし

た情報教育を構築する上では,必要不可欠な学習内容

と捉えることができる。

最後に,技術科教育としての情報教育という側面を

十分に考えておく必要がある10) 「ものづくり教育は

人づくり」という考えが技術科教育の根幹をなしてい

る。とくに, 「ものづくり」の重要性が謡われている

が,これを情報教育に当てはめて,コンピュータを利

用した文書作成や描画することが,あたかも「ものづ

くり」であるかのように捉えられている例も多くある。

「ものづくり」の重要性は「ものをつくる」ことに意

義があるのではなく, 「ものづくり」を通して,様々

な問題解決を必要とする場面で自らが創意工夫する能

力を養うこと,また,そのための基礎として,論理的

な思考能力を育成することにある。また一方で,技術

科教育の特徴の一つとして,ものづくりの延長上に

「人」や「生活」の存在があることである。したがっ

て,技術科教育としての情報教育を考えたとき,我々

の生活との関連性を十分に意識させながら, 「情報の

科学的な理解」に重点をおいて,創意工夫する能力や

論理的な思考能力が育まれるような学習内容を考えな

ければならない。

このような観点に立ち,さらに高等学校「情報」と

の連携を考慮して中学校技術・家庭科「情報とコン

ピュータ」における学習内容を整理する。表5は,そ

の学習内容を示している。中学校技術・家庭科におい

ては, 3年間を通して35時間(必修)と17.5時間(選

釈)を, 「情報とコンピュータ」に割り当てることが

できる。このような授業時間数の制約もあり,表5の

内容をすべて行うことは困難であるように見えるが,

先に述べたように, 「情報のコード化」というキー概

念に基づいて,それぞれの構成要素を関連させること

で,効率よく学習させることができる。また,高等学

校「情報」と重複する部分もあるが,それぞれの発達

段階において繰り返して学習させることは,知識・技

能の定着化という意味において重要である。

5.おわりに

高度情報通信社会の進展を受け,学校現場において

ち, 「情報教育」や「教育の情報化」が,急速な勢い

で展開されようとしている。そのような中で,小・中・

高における情報教育の連携,体系化,あるいは一貫性

を考慮することは極めて重要である。また,中学校技

術・家庭科「情報とコンピュータ」における情報教育

は,技術科教育としての教科の目標をもっているため

に,いわゆる学校教育としての情報教育とは異なった

内容が扱われなければならない。そのような背景から,

本稿ではまず,中学校技術・家庭科「情報とコンピュー

タ」の学習内容を考える上で,重要となる以下の点を

明らかにした。

・ 「情報の科学的な理解」に学習の主体をおき,この

学習を通して, 「情報活用の実践力」や「情報社会

に参画する態度」の育成が効果的に図れること

・各構成要素のバランスを十分に考慮すること

・ 「情報のコード化」を基本概念とし,各構成要素を

関連させながら学習させること

・高等学校「情報J　との連携をより密にすること

次に,このような要点を十分に考慮し,中学校技術・

家庭科「情報とコンピュータ」の学習内容を,情報数

育の3つの目標と構成要素を関連させながら考察し,

その一案を示した。今後は,考察した学習内容に基づ

いて,より具体的な授業内容や教材の検討,さらには

評価規準やこれに基づく生徒に対する学習支援を具現

化する予定である。

黄後に,大竹市立小方中学校教諭(広島大学大学院

坐)河北光弘氏との議論は,本研究を遂行するにあた

り非常に有益なものであった。ここに記して謝意を表

す。
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